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1. はじめに 

 結晶シリコン太陽電池の変換効率は、理論限界に近

付いており、大幅に向上することが困難である。その

解決策として、バンドギャップの異なる太陽電池を積

層させるタンデム型太陽電池が研究されている[1]。本

研究では、結晶シリコンと色素増感型太陽電池のタン

デム構造に着目し、長波長光を基板側に透過できる対

極として従来の白金に代わり PEDOT:PSS を FTO 基板

に成膜したものを用いて、Fig.1に示す色素増感型太陽

電池の作製と評価を行った。導電率の向上を図るために、PEDOT:PSS に DMSO を添加して評価

を行った。 

 

2. 実験方法 

エタノールを溶媒として TiO2(P25)を分散し、ドクターブレード法により FTO 基板上に TiO2膜

を成膜した。その後、焼成炉を用いて 450℃で 30分間アニール処理を行い、ルテニウム色素(N719)

に 18時間浸して色素を沈着させて太陽電池基板を作製した。また、ジメチルスルホキシド(DMSO)

を添加した PEDOT:PSSを FTO基板上にスピンコートした後、100℃で 5分間アニール処理を行い、

対極を作製した。対極と TiO2膜の間にヨウ素電解液を注入して Fig.1 のような色素増感太陽電池

を作製し、太陽電池出力特性による評価を行った。 

 

3. 実験結果および考察 

Fig.2に、FTO 基板上に成膜した PEDOT:PSS 対極にお

いて、DMSO を添加する濃度を変化させた場合におけ

る色素増感太陽電池の出力特性の結果を示す。DMSO

の濃度を増加させると、短絡電流密度は一旦上昇するが、

添加しすぎると減少することがわかった。 
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Fig.1 Structure of Fabricated DSSC 
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